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コンプライアンス

　コンプライアンスは経営の根幹であり、ビジネスモデルや経営戦略と表裏一体となるものであって、企業理念を実践するうえで組織の各レベルにおいて適切な管理
が求められるものであると考えています。そして、役職員一人ひとりが主体的・能動的に業務に取り組むなかで、コンプライアンスマインドを育むことによって実現され
るものであると考えています。

業務運営とコンプライアンス 

　DBJグループは、お客様の期待に応えることを第一の責務として、法令等遵守
にとどまらず、社会からの要請にも感度を持ち、顧客本位の業務運営を実践しま
す。現業・管理・内部監査の三線がコンダクトリスク抑制に向けて適切に機能す
ることで、コンプライアンスを全うしながら業務を遂行しています。さらに、企業理
念の実現に向け、行動基準を定め、役職員一人ひとりが経済価値と社会価値の
両立を目指して行動しています。

コンプライアンス態勢の概要 

　コンプライアンスに関する基本方針や規程を定め、全役職員が実践できるよう
コンプライアンスマニュアルを策定・配布し、研修・説明会を通じて周知徹底を
図っています。DBJグループ各社は毎年度各社の実情に沿ったコンプライアンス
プログラムを策定、実践しています。コンプライアンス関連部署を設置し、経営会
議や取締役会に対して法令等遵守の状況を報告しています。各部店に置かれた
コンプライアンスオフィサーは、部店内のコンプライアンスに関する報告・連絡窓
口として機能しています。コンプライアンス関連部署は、必要に応じて、助言・指
導等を行っています。問題の早期把握と解決のため、通常の報告ルートとは別に、
コンプライアンス関連部署や常勤監査役に内部通報窓口を設けているほか、法律
事務所にも外部窓口を設置しています。
　改正公益通報者保護法を踏まえた通報者保護の徹底と制度の信頼性向上にも
取り組み、グループ各社においても同様の態勢整備を進めています。

DBJグループの具体的な取組 

　法令等遵守をお客様からの信頼の維持、業務の健全性及び適切性確保のため
必要不可欠なものであると考えており、法令等遵守の徹底を経営の最重要課題
の一つとして位置づけています。役職員は、コンダクトリスクの抑制に向けて意識
を涵養し、あらゆる法令やルールを遵守するにとどまらず、社会的規範を逸脱す
ることなく、誠実かつ公正に業務を遂行していきます。

 インサイダー取引未然防止態勢  腐敗行為の防止に向けた取組
 反社会的勢力等との関係遮断  マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策

  https://www.dbj.jp/company/governance/compliance/

顧客保護に関する方針 

　「お客様視点」を重要な行動基準の一つとして定め、お客様の保護及び利便性
の向上の観点のみならず、業務の健全性及び適切性の観点から、顧客保護に関
する基本方針を策定し、顧客保護等管理態勢を整備しています。

 利益相反管理  顧客情報管理

  https://www.dbj.jp/company/governance/compliance/
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